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■-------------------------------------------------------------------- 

「Ｇ２０に向けたサイエンス２０共同声明」について 

---------------------------------------------------------------------■ 

２０１７年３月２２日にドイツ・ハレで開催されたサイエンス２０対話フォ 

ーラムの中で、ドイツ科学アカデミー・レオポルディーナのヨルグ・ハッカー 

会長が共同声明を発表し、メルケル・ドイツ首相へ手交をした。 

手交された共同声明の内容は２０１７年１月２５～２６日にドイツ・ハレに 

おいて開催された会議で取りまとめられた。「世界の健康を改善する：伝染性及 

び非伝染性疾患と戦うための戦略と手段」（“Improving Global Health: 

Strategies and Tools to Combat Communicable and Non-communicable 

 Diseases”）がこの共同声明の表題である。 

※詳細は以下をご覧ください 

http://www.scj.go.jp/  

http://www.scj.go.jp/en/index.html 

 

※サイエンス 20共同声明とは 

昨年７月、２０１７年Ｇ２０の議長国ドイツを代表する科学アカデミーであ 

るレオポルディーナは、Ｇ２０各国の科学アカデミーから構成されるサイエン 

ス２０（Ｓ２０）を新たに立ち上げ、Ｇ２０ハンブルク・サミットに向けて科 

学者から政策提言を行うことを提案した。これは、Ｇ７サミットに集う主要国 

のリーダーに対し、Ｇ７各国科学アカデミーの科学者から政策提言を毎年行っ 

ている「Ｇサイエンス学術会議」にならったものである。日本学術会議も共同 

声明の取りまとめ会議に参加をし、署名を行った。 

 

【問合わせ先】 

内閣府日本学術会議事務局 参事官（国際業務担当）室（Tel：03-3403-1949） 

 

★-------------------------------------------------------------------☆ 

 日本学術会議では、Twitterを用いて情報を発信しております。 

          アカウントは、@XXX_XXX です。 

        日本学術会議広報の Twitterのページはこちらから 

            http://twitter.com/scj_info 

*********************************************************************** 

       学術情報誌『学術の動向』最新号はこちらから 

http://www.h4.dion.ne.jp/~jssf/doukou_new.html 

*********************************************************************** 

======================================================================= 

 日本学術会議ニュースメールは転載は自由ですので、関係団体の学術誌等へ 

の転載や関係団体の構成員への転送等をしていただき、より多くの方にお読み 

いただけるようにお取り計らいください。 

 

【本メールに関するお問い合わせ】 

 本メールは、配信専用のアドレスで配信されており返信できません。 

本メールに関するお問い合わせは、下記の URLに連絡先の記載がありますの 

で、そちらからお願いいたします。 
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